
神奈川自然、誌資料 (14) 7～ 10, Mar. 1993 

足柄層群塩沢層下部（前期更新統の後期）からシ力類

肢骨片と，メタセコイア属・オオバラモミ球果化石の産出

松島義章・小泉明裕

Y oshiaki MATSUSHIMA & Akihiro KOIZUMI : On the Occurrence of Cervidae 
and Coniferales Fossils from the Late Lower Pleistocene 

Ashigara Group in Kanagawa Prefecture 

は じめ に 類現生比較標本を観察する便宜を計っていただいた。

以上の方々に心よりお礼申し上げる。

化石産出地点、と層準

丹沢山地と箱根火山に挟まれた足柄山地に分布する

足柄層群は，厚い磯岩層で特徴づけられ，下位より日

向凝灰質砂岩泥岩層，瀬戸際岩層，畑砂岩泥岩層， 塩

沢磯岩層に細分される（今永，1978）。 一方，早い時期

より，足柄層群中部・上部からは貝化石が産出すること

が知られていた。最近では員化石以外にPαrastegod

on象化石が産出し，その生息年代， 生物地理の上で

注目される場所となっている。筆者らは，この足柄層

群の象化石の産出層準が東京湾沿岸に分布する上総層

群のどの層準に対比されるのかという点に焦点を絞り，

調査を進めてきた。 そして， 1992年10月，神奈川県足

柄上郡山北町諸淵南方の鮎沢川右岸，足柄層群塩沢層

下部層準の砂岩層から，シカ類肢骨片，オオノYラモミ

の球果を発見し，さらにメタセコイ ア属（またはセコ

イア属〉の球果化石を得た（図1の企印）。

シカ類および植物化石は，化石カキ礁のみられる鮎

沢川右岸の露頭（松島，1982,Loc.10）の対岸（南）に露出

するカキ礁の直上の小磯混じり砂岩（図1）から，そ

れぞれ単独で産出した。産出層準は，塩沢l深岩層下部

の中で砂岩が比較的優勢な部分にあたる。この産出層

これまでに晴乳動物化石は本報の化石産出地点のお

よそlOOm上位からParastegodon象の臼歯化石（図

lの・印・長谷川ほか，1986）が報告されているのみ

で，シカ類と大型植物遺体の報告はなかった。したがっ

て断片的な資料ではあるが生層序学的に重要なものと

考えられるので，その概要を報告する。

今回報告する化石標本は神奈川県立博物館に収蔵さ

れる。本報告をまとめるにあたり，横浜国立大学教育

学部地学教室の長谷川善和教授からはシカ類標本の比

較について貴重な助言を受けた。千葉県立中央博物館

の百原 新学芸員には植物化石の同定をしていただい

た。国立科学博物館動物研究部の遠藤秀紀研究官，横

浜国立大学教育学部大学院生の高桑祐司氏には，シカ

図1. シカ類等の化石産出地点（企印）と
lOOm上位のアケボノソウ化石産出地点（・印）
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準の年代は有孔虫 ・石灰質ナンノ化石 (HuCHON メタセコイア属である可能性が高い。ただし，球果軸

and KJTAZATo,1984）と古地磁気（小山，1986〕から に対し断面が平行かどうかと，球果の潰れた方向が分

みておよそ0.8～0.9Maと推定されている。 からないうちは断定できない，②は，球果の長さが10

シカ類化石

本標本はシカ科（Cervidae gen. et sp., indet.) 

の右中手骨あるいは中足骨の遠位端であり（図a～e), 

近位側は骨体から遊離した縫合面であるので未成獣の

ものと判断する。滑車の表面などに若干の磨滅がみら

れるが，骨質の保存は悪くはない。遠位側よりみて後

外側を欠く。計測l値と現生標本との比較を表lに示す。

本標本は断片的で属レベルの半lj定は困難で：ある。しか

し，保存されている部分のみで，性差 ・個体差 ・成長

変異を考慮しないで比較すると，現生種ニホンジカCe

rvus nipponの雌成獣（北海道産）および化石種ニホ

ンムカシジカCervusp「αenipponicus(SHIKAMA, 19 

49による栃木県葛生産）よりも一回り(15%前後）大き

し現生種シフゾウElaphulusdαvidiαnusの雄成

獣よりは一回り（約20%〕小さい本標本は未成獣のも

のなので，成獣になった時の大きさは，シフゾウ中手

骨に匹敵すると考えられる。現時点では，本標本はシ

フゾウに最も近いものと判断する。

これまで関東地方の前期更新出には，多摩丘陵に分

布する上総層群平山層（前期更新世前半，斉藤，1988に

よる）から化石種Elαphulusαhαshiensis(SHIKAMA, 

1964）とEtαmαensis(OTSUKA and HASEGAWA, 19 

76〕が，本標本の産出層準である前期更新世後半では，

上総層群梅が瀬層（佐藤他，1988によると0.80 9Ma) 

からは現生種シフゾウE.davidiαnus（渡瀬，1913）が，

いずれも角化石のみにより知られていた。従来のシカ

類の分類は角に基ずいて行われているため，四肢骨か

らその分類群の特徴を識別した報告はきわめて少ない。

将来，シフゾウ属化石種の角を伴った骨格化石が得ら

れて，本標本の理解が深まることが期待される。

cmを上回る大型で，球果鱗片の長さが32mmとPiceα

の現生種と比較して長いことからオオパラモミに同定

される。大阪層群では，オオパラモミ ・メタセコイア

は，ともに大阪層群下部のMa 2海成層（前期更新世

後半，約0.85Ma）まで（市原他，1988），会津盆地では，

オオパラモミが和泉層中部（2.4Ma），メタセコイアが

七折坂層上部（ 1 Ma）まで（真鍋・鈴木，1988）産出す

るとのことである。

関東地方におけるメタセコイア属植物遺体の産出の

上限は，ハラミロイベン ト以前の松山逆磁極期にあた

る前期更新世前半の上総層群飯室層 （約1.2Ma.産出

レンジは小泉，1985，年代は小泉，1990）であったが，

メタセコイアの花粉化石では前期更新世後半の上総層

群国本層まで（大西，1969）産出が知られていたしかし，

今回の足柄層群塩沢磯岩層からのメタセコイア球果の

発見で，南関東における大型遺体についても，オオパ

ラモミと共に近畿地方の大阪層群にみられる産出レン

ジの上限と，ほぼ並んだことになる。

まとめにかえて

シフゾウ属の南関東における産出層準は，前期更新

世に限られていた。今回，足柄層群から新たに見つかっ

たシカ類肢骨化石が現生種シフゾウに最も近いと考え

られるので，房総半島の上総層群のものと比較され，

前期更新世の後期まで新しくなることがはっきりした。

この時期の房総半島上総層群では” Parαstegodon”

と呼ばれる高歯冠タイフ。のStegodonは知られてい

なかったが，足柄層群では両者が共存することが判明

しfこ。

オオパラモミとメタセコイアの植物遺体化石の産出

レンジが南関東においても，前期更新世の後半に伸び

たといえる。

植物化石 足柄層群の堆積時代は，よく 聞結した岩相や地質構

2試料とも縦方向の断面のみから検討する。 ① メ 造， 員化石から上部中新～下部鮮新世と考えられた

タセコイア属あるいはセコイア属Metasequoiαsp. (KuNo,1951など）。しかし，松島(1982）は中・上部産

or Sequoiαsp.の球果（図5）と，② オオパラ モミ 出の軟体動物化石群集と象化石（Parαtegodon）から，

Piceαsp.,cf.koribαL MIKJの球果（図6）が，確認さ 中・上部は前期更新世～中期更新世初頭と推定した。

れた。百原氏によれば，①は，球果軸が残っていない これは，有孔虫・石灰質ナンノ化石 （HucHONand 

ので属の同定には至らないが，断面で球果鱗片の大き KITAZATo,1984）や古地磁気（小山，1986）から追認

さがそろっているのは鱗片が球果軸に平行に並んでい され，足柄層群は下部～中部更新統とされている。今

ることを示し，球果鱗片が球果軸に対して対生につく 回のシカ類肢骨化石とオオノ＼ラモミ ・メタセコイア植
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